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(事務) カフェキッカフェキッカフェキッチンンン
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カフカフカフカフェェェェ客席客席
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00

荷物置き荷物置き荷物置き荷物置き荷物置き荷物置き荷物置き場場場

アーケード

収納収納収納収納

棚

棚

シャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワーシャワー

エネファーム

机をたたんでトイレへ転用災害直後の食料品や
毛布をしまう床下収納

非常時の雑用水としても使える
「見える化」された設備

→150L の貯水タンクで，
マンホールトイレを 86 回使用可能

住民が集まれる
場所となる

おにぎりなど
簡易な炊き出し

配給物資の保管場所
情報収集の場として活用

　平面図　S＝１／１００ 　平面図（非常時，災害時）　S＝１／１００site plan S=1/2000

健康体操

GL+600

GL+0GL+0

GL+300

9000 4500

玄関

下駄箱
SK

棚

棚
鏡

ヨガスペース

収納

ワークショップ
スペース

(事務) カフェキッチン

蓋付き調理台

可動棚

カフェ客席

10
60

0
57

00

荷物置き場

アーケード

学習
スペース

収納

棚

棚

ユニバーサル
トイレ

シャワー
可動棚

エネファーム

学童保育利用時には
遊び場となる

料理教室にも使用可能な
蓋付き調理台

男女別の更衣室
兼ロッカースペース

個別学習可能な机

気軽に入れる
土間空間のカフェ運動の姿を見られる大鏡

中間期にはフルオープン
可能な折り戸

作業可能な
大テーブル

創作物を展示する
ギャラリー棚

アーケードに子供の活気が
溢れる

「見える化」した設備から
直接給湯する

可動ベンチ

足湯ジャブジャブ池

多摩川六郷橋緑地 南六郷緑地水門通り商店街

計画対象空き店舗

駐車場・搬入口側

通路EV
ホール

店舗

アーケード

アーケード

店舗

中庭側
：構造壁

１号棟１階平面図　S＝１／１２００

空き店舗内部の様子１ 空き店舗内部の様子２

１．敷地

■東京都大田区M団地

・交通

　最寄り駅徒歩15分

・敷地面積

　(改修対象店舗面積）

　148㎡

・用途地域

　準工業・工業地域

　

日本全体

M団地人口分布

前期

高齢者

人口の割合10%

年齢

年齢

人間の自立度の推移のイメージ図

自立度

前期高齢者児童

高

２．プログラム・コンセプト

■自立度「高」のプログラム

M団地周辺において人口割合が比較的に多い前期高齢者を施設の利

用対象者とする．「老」は，自立度「高」に対応する「いきがいデ

イサービスセンター」の機能とし，それらの利用者との交流のレベ

ルを考慮して「幼」は，児童が利用する学童とする．

■計画対象空き店舗

１号棟には、２３店舗のテナントスペースがあり、

そのうち２０１４年夏時点では８店舗が空いている

．本提案では，１号棟の中心部分に位置し、３店舗

連続して空いているスペースを対象する．また，柱

スパンの２スパン（９m）ごとに構造壁があり、計

画対象店舗間の非構造壁は、撤去して一体利用する

．

３．建築計画
■  日常時

動・・・運動などで利用する多目的スペースに，自由に利用できるキッチンや水回りを配置した，様々な活動に対応できるオープンな空

間とする．また，アーケード沿いにコミュニティカフェを設置し，内部の賑わいが外部へ溢れるものとする．

静・・・段差とガラス戸で仕切られた学習スペースを奥に配置し，手前に土間仕上げのワークショップスペースを配置した，分節化された空間とする．

■  防災時，非常時

「一時的な非常時の拠点」として，地域に開かれた小規模な空間を活用する．炊き出しの場や，食料品・配給物資の倉庫として利用する

他，「見える化」された設備（エネファーム）に貯水された雑用水を利用するマンホールトイレを設える．

アーケード

共用
「動」

共用
「静」

アーケード

共用
「動」

共用
「静」

土間土間

■内部コモンスペース

空間全体を，「幼」「老」が一体で利用するような「内部コモンス

ペース」とする．アクティビティ別にゾーニングを行い，構造壁を

境に「動」「静」の空間に分ける．

（「空間全体が内部コモンスペース」は，小規模（定員合計10-100

人）程度での実践例が多い．）

■地域に開く

土間空間をアーケードに面して配置し，「幼」「老」「地域」が

一体的に利用できるスペースとする．

（地域の利用を絡めた実践例は少ない．）

50m

１号棟

２号棟

３号棟

計画対象店舗

設計提案１「都心近郊型」拠点
１．敷地

２．プログラム，コンセプト

３．建築計画

・定員数　４０名程度

・立地　都心近郊

・工事　改修

・延べ床面積　148 ㎡

「幼」に学童，「老」に高齢者いきがいデイサービスという，利用者の自立度が「高」の

機能を当てはめ，２スパンごとにある構造壁で空間を「静」と「動」の場に分けた「内

部コモン」型の空間とした．また，地域住民も利用できるようなコミュニティカフェと

ワークショップスペースをアーケードに面した土間空間に配置し，「幼」「老」「地域」

が一体的に利用できるものとした．

背景と目的
・SWCとは
　2060年の日本の高齢者人口は，人口全体の約40％に達すると推測されている．超高齢化社会の背景から，国土交通省，総務省は，
高齢者を始めさまざまな世代を対象に，安心・健康に暮らすことの出来る「スマートウェルネスシティ」（以下、「SWC」）のまち
づくりに2009年から取り組んでいる．具体的な計画提案の募集・補助や，2013年５月時点で26市町が加盟する研究会としての活動な
どを行っており，国家の政策として，「高齢者」と「地域」との関係性を基本に据えたまちづくりが盛んであると言える．
・「高齢者」「子供」「地域」
　『創造的福祉社会』（2011年）において著者の広井良典氏（千
葉大学法経学部教授）は，高齢者プラス子供の人口層が，「住域」
との関わりが強い「地域密着型人口」であることを指摘している．
また，現在の各自治体の「地域の活性化を図っていくにあたり特に
重視している分野」に，「福祉サービスの充実（高齢者、子育て支
援等）」が最重要視されていること，2000年を転機にして「地域
密着型人口」が上昇すること，を示している．以上からも，SWCの
政策と同様に，「高齢者」と「地域」がこれからの都市やまちづく
りを考える上で重要であり，また，それらと「子供」という人口層
が密接に関係していると言える．・SWCの拠点としての幼老複合施
設
　以上の背景を踏まえて，本研究では，高齢者と子供の施設が併設
された「幼老複合施設」を，「SWCの拠点」として設計し，「高齢
者」「子供」「地域」の３つが統合された建築の提案を行うことを
目的とする．

幼老複合施設の傾向分析及び設計提案
ースマートウェルネスシティの拠点としてー

地域

子供高齢者



用途別部屋面積

部門 室名称 面積（㎡）

保育園 エントランスホール

遊戯スペース

読書スペース 100.0

保育室（３室） 136.5

事務スペース 9.0

WC、倉庫 51.0

合計 296.5

デイサービス リビング

エントランスホール 44.0

静養室 12.0

事務スペース 10.0

WC、リネン室 18.0

合計 84.0

ショートステイ リビング 71.0

居室（WC付属）(９室） 125.0

合計 196.0

グループホーム リビング，ダイニング

エントランスホール 107.5

居室（９室） 112.5

事務スペース 120.0

WC、倉庫、

洗濯・乾燥室 32.5

合計 272.5

共用ホール エントランス、ホール、内部テラス 294.0

厨房 32.0

事務室 20.0

浴場、機械室 180.0

合計 528.0

合計 1377.0

（６０名）

（３０名）

（９名）

（９名）

従来的な施設の用途別面積比

（本提案と同定員規模のもの）

本提案

延べ床面積　1321㎡

保育園 保育園
共用

デイ

デイ
ショート ショート

グループ

グループ

延べ床面積　1377㎡

ペデストリアンデッキ

幼 老

老幼

共用

外部コモンスペース

「幼」「老」の，運営のし易さと距離感のバランスのとれた分棟配

置を基本計画とする．中規模（定員合計100-200人）程度の幼老複合

施設として実践例の多い計画例である．

共用ホール

提案する施設の延べ床面積を，従来的な幼老複合施設のものと同

程度とした上で，そのうち約40%を「共用ホール」として設え，

面積の有効活用を図る．

２．プログラム・コンセプト

自立度「中，低」のプログラム

K団地周辺において人口割合が比較的に多い後期高齢者を施設の利用

対象者とする．「老」は，自立度「低，中」に対応する老人デイサ

ービスセンター，老人短期入所施設，グループホームの機能とし，

それらの利用者との交流のレベルを考慮して「幼」は，保育所とす

る．

内部コモンスペースを設え，地域に開く

「幼」「老」の一部の機能をとりだして一纏めにした「共用ホール

」を，「地域住民」の利用も考慮して，ペデストリアンデッキ沿い

に配置する．地域の利用を絡めた幼老複合施設の実践例はほとんど

無い．

１．敷地

「東京都多摩市K団地」

・交通

　最寄り駅バス15分

・敷地面積

　2,348㎡

・用途地域

　第二種中高層住居専用地域

・容積率制限

　200%

・建ぺい率制限

　60%

人口の割合

日本全体

10％

K 団地周辺の年齢別人口分布

年齢

後期

高齢者

人間の自立度の推移のイメージ図

後期高齢者幼児

中～低

年齢

自立度

50m

site plan S=1/2000

設計提案２　-「郊外型拠点」-

１．敷地

２．プログラム，コンセプト

３．建築計画

４．タイムマネジメント（共用スペース）

５．エリア・エネルギーマネジメント（団地内）

・定員数　１２０名程度

・立地　郊外

・工事　新築

「幼」に保育園，「老」に老人デイサービスセンター，老人短期入所施設，グループホー

ムの機能を当てはめ，建物が園庭を囲むような「外部コモン」型の配置計画とした．また，

「幼」「老」それぞれの食堂，遊戯室，浴場を１つにまとめた「共用ホール」をペデスト

リアンデッキに沿って配置し，地域住民も利用可能な「内部コモン」型の空間とした．



ペデストリアンデッキ　±0

駐車場（42 台）　±0

公衆トイレ

EV

みずほ銀行

▶
住宅地方向

▶
住宅地方向

道路　-900

カエデ 5本（既存）
H=11000

貝取 4-2-1（5F）

貝取 4-１（11F）

貝取 4-１（11F）

駐車場
-1300

エントランス浴場テラス

機械室

脱衣室 脱衣室

浴室浴室

介護浴槽介護浴槽

ユニットリビング
（グループホーム）

ユニットリビング
（グループホーム）

リビング
（グループホーム）

ユニットリビング
（グループホーム）

洗濯
乾燥室

事務スペース
キッチン

仮眠室

屋外テラス

屋外テラス
東屋

屋上緑化

屋上緑化

屋上緑化

屋上緑化

介護浴槽が設置された

ユニバーサル銭湯

ペデストリアンデッキ

へ視線が抜ける浴槽

園庭での活動が

緑化屋上へ連続する

団地の既存住戸の一部を

サービス付き高齢者向け住宅に改修する

→「５．エリア・エネルギーマネジメント」

各保育室に階段を設け

立体的な回遊動線をつくる

園庭を見下ろす

デッキの回廊

2F plan S=1/400 roof plan S=1/400

幼：
老：

共用：

ソーラーパネルが

設置できる南側勾配

居室の廊下側に

ハイサイドライト

上下の動線を繋げ

採光を得る踊り場

浴室の換気を行う

掃き出し窓

居室 東屋 屋上緑化

居室 園庭 保育室遊戯室ユニットリビング

ユニットリビング

浴場からペデストリアンデッキに

視線が抜ける横ルーバー窓

section2 S=1/400 east elevation S=1/400

ペデストリアンデッキ　±0

アーケード

駐車場（42 台）　±0

「キャンビー」
放課後デイサービス 空き店舗

「トミタ」
婦人・子供服

「遊夢」
就労支援喫茶店 駐輪場 ピロティ ピロティ 機械室

公衆トイレ

交番

EV

ペデストリアンデッキ　+3500

みずほ銀行
駐車場
-1300

駐車場
（コンビニ）

道路　-2500

▲
多摩センター駅方向

▶
住宅地方向

◀
住宅地方向

▶
住宅地方向

道路　-600

カエデ 5本（既存）
H=11000

貝取 4-2-1（5F）

貝取 4-１（11F）

貝取 4-１（11F）

多摩丘陵方向
▼

1F plan S=1/400 （A3）

遊戯室

読書スペース

エントランス
ホール

事務
スペース 屋外

テラス

共用ホール
（動）
-400

共用ホール
（動）
±0

共用ホール
（静）
±0

厨房カウンター

事務スペース
（本部）

アプローチエントランス

事務スペース

洗濯
乾燥室

事務・
仮眠室

静養室

リビング
（デイサービス）

ユニットリビング
（ショートステイ）

ユニットリビング
（ショートステイ）

ユニットリビング
（ショートステイ）

屋外テラス

園庭
-400

池

花壇

屋外テラス

搬入用
通路

滑り台盛土

砂場

屋外
テラス

屋外
カウンター

更衣室

更衣室 静養室

保育室１

保育室３

保育室２

畑

アプローチ

幼：
老：

共用：

セミプライベートな

３居室で１つのリビング

園庭とホールの間の

バッファとなる池

施設の全部門を管理する

事務本部

既存団地の店舗と連携可能な

軒下空間

ペデストリアンデッキから

園庭へと視線が抜ける

運動などを行う

園庭と連続した共用ホール（動）

各保育室と一体利用可能な

遊戯室

畑でとれた野菜を

調理する屋外カウンター

屋外への販売も可能な

カウンター式の厨房

幼・老・地域が食事する

共用ホール（静）

１F共用ホールのボリュームを浮かせた

外観軒下空間と団地の商店街アーケードが

対面する

ペデストリアンデッキ ピロティ

サ付き住宅（改修）

住戸（既存）

住戸（既存）

サ付き住宅（改修）

共用ホール
（動）

浴場テラス東屋

section1 S=1/400 north elevation S=1/400

３．建築計画



土間

寝室
（6畳）

寝室
（6畳）

バルコニー

共用廊下

LDK

・Aタイプ　「仲良し夫婦」型

居室を必要最小限の面積とし，LDK，土間にゆとりを持たせたプラン．

共用廊下の窓から土間を通りバルコニーに風が通り抜ける．

・Bタイプ「別寝室夫婦」型

一般的な床面積の居室を 2部屋確保したベーシックなプラン．

・Cタイプ「単身者シェア」型

共用部・水回りの面積を必要最小限とし，２つの居室面積を大きく

確保したプラン．主な食事・入浴は，「拠点」の利用を想定する．

サ付き住宅

サ付き住宅
高齢者施設・保育所

見守りサービス

食堂への移動
食材の提供

畑

住居拠点施設

PV・SOLAMO

一括受電

常に送電昼間メインの送電 夜間メインの送電

食堂・事務本部

住居共有部への電力供給

電力供給の補助

電力供給の補助

銭湯

「機械制御」によるエネルギー融通

・一括受電

・ソーラーエネルギー利用

・コジェネおよび蓄電池

「人間の活動」によるエネルギー融通

・銭湯

・食堂

・畑

・サ付き住宅

：電力消費が、昼間に多い「施設」と、夕夜間に多い「住居」で一括受電を行い、団地内での電力消費ピークカットを行う。

：ソーラーエネルギーを利用した SOLAMO、PV を用いた発電・給湯によりエネルギー供給の補助を行う。

：コジェネおよび蓄電池を用いて、災害時の BCP 対応を可能とする。

：施設外からの「もらい湯」でコミュニティ形成と省エネを図る。

：「拠点」利用者と「サ付き住宅」の居住者が主に利用する食堂。

：高齢者の介護予防、幼児の教育として機能し、できた食材は食堂に提供される。

：食事・入浴は，拠点の施設を利用できる。「拠点」のスタッフが見守りにくる。

■  エネルギーと人が行き交うまち

機械制御としての「エネルギーマネジメント」に、人間の活動としての「エリアマネジメント」を重ね、

エネルギーと人の活動が共生するような団地を提案する。

５．エリア・エネルギーマネジメント

■  既存団地住戸の，「サービス付き高齢者向け住宅」への改修

　隣接する既存団地戸住戸を「虫食い的」に，「サービス付き高齢者向け住宅」へと

改修する．空き家の増加によってできた既存団地ストックを有効活用しつつ，拠点の

事務部門や，地域へ開かれた食堂や銭湯のサービス部門と連携する．

■  ３つのプランタイプ

　既存住戸の床面積は，「61 ㎡」と，サービス付き高齢者向け住宅としては比較的

ゆとりがある．そこで，居室（寝室）部分の床面積にバリエーションを持たせた 3

タイプの住戸改修プランを提案する．

空き住戸を虫食い的に

「サ付き住宅」へと改修する．

改修前

改修案 C　住戸平面図　S=1/100改修案 B　住戸平面図　S=1/100改修案 A 　住戸平面図　S=1/100

バルコニー

共用廊下

玄関和室
（6畳）

和室
（6畳）

和室
（4.5 畳）

改修後（Bタイプ）

玄関で段差を解消し，
生活空間は，

バリアフリー構造となる

縦ルーバーで視線を遮り，
共用廊下に対して，

空けられるようになる窓

水回り空間の動線を整理し，
トイレの広さを確保する

床面積 61 ㎡

①：　「動」　昼頃　　昼間は，「老」の施設の健康体操や幼児の遊び場として利用される．幼児が走り回る園庭と空間が連続し

ている．共用ホールに，「『動』の空間」「『静』の空間」「ユニバーサル銭

湯」の３つの異なる空間を設ける．「幼」「老」「地域」の３種類

の利用者が，様々な目的を持って，共用ホール内を時間を分け

て使いたおす，具体例を示す．

⑤：　「銭湯」昼頃　　昼頃は，例えば夏場の幼児のジャブジャブ池等に利用される．様々な

人が利用するユニバーサルな銭湯である．

⑥：　「銭湯」夕方　　夕方は，地域の銭湯として利用される．横ルーバーの開口部越しにペデストリアンデッキの樹木が見える．②：「動」　夕方　　夕方は，フラダンスなどの地域の運動サークル活動や気軽に立ち寄れるカフェとして利用される．外部から

活動が見え，ペデストリアンデッキから人を引き込む．

④：　「静」　夕方　　夕方は，子供の将棋教室等，地域の文化サークルなどに利用される．高齢者と地域の活動とが触れるきっ

かけとなる．

③：　「静」　昼間　　昼間は，高齢者と幼児の食事や団らんのスペースとして利用される．池が園庭とデッキとのバッファとなる．
４．タイムマネジメント（共用スペース）

ユニバーサル銭湯

共用ホール

共用ホール「静」

共用ホール「静」

ペデ
スト
リア
ンデ
ッキ

道路

①

② ④ ⑥

⑤③

動

昼頃

夕方

静 銭湯

バルコニー

7500

81
00

居室 A-1
（7.5 畳）

居室 B
（13 畳）

居室 A-2
（7.5 畳）

土間
±0

キッチン
+180

共用廊下　±0

土間
±0

寝室
（6畳）

寝室
（6畳）

バルコニー

7500

共用廊下　±0

81
00

LDK　+180寝室
（5.5 畳）

LDK　+180

土間　±0

バルコニー

7500

共用廊下　±0

81
00




